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資料  
2010.12.11 エコプロダクツ展におけるインタビューの結果  
自動車メーカー  
1. 日産（技術開発本部・テクノロジーマーケティング室・主管  内村孝彦）  
カーシェアリングが EV を広げるビジネスモデルだと考えられる。でも、
EV を広げるために、第一歩はカーシェアリングが使える環境を作ること
（充電ステーションの整備とか）。それから、お客さんのために便利な使い
方を考える。カーシェアリングは二つのタイプ（マンションでのカーシェ
アリングサービスを提供するタイプ、駅でカーシェアリングと公共交通を
組み合わせたタイプ）がある。どういうふうに導入すべきか日産に考えて
いる人がいる。  
2. トヨタ（技術統括部・技術戦略室・主幹  松田剛）  
メーカーから見れば、ものを売れるのが一番重要だ。カーシェアリングを
増えると、物の売り上げに影響をもたらすかもしれない。また、カーシェ
アリングというものを共有する形が日本人にとって受け入れにくい。その
ほか、カーシェアリングは使いたい時に使えなくなるという欠点がある。  
3. マツダ（商品戦略本部・技術企画部・技術戦略グループ  上村昭一）  
リースという形で水素自動車を消費者に使われるビジネスモデルがある。
カーシェアリングまでに手が回っていない。レンタカー会社がカーシェア
リングをやっている。  
注：マツダレンタカーと、パーク２４株式会社（本社：東京都千代田区、
社長：西川  光一）は、ビル型駐車場「タイムズステーション横浜関内」に
おいて、2010 年 9 月 23 日（木）より電気自動車（ i-MiEV）のカーシェア
リ ン グ サ ー ビ ス の 提 供 を 開 始 し た 。
（http://www.mazda-rentacar.co.jp/news/2010/09/001136.html）  
4. 三菱（環境技術部・技術企画担当・マネージャー  渡辺学）  
メーカーとしてカーシェアリングことを考えていない。カーシェアリング
がレンタカー会社の次第だと思われる。  
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事業所  
1. 交通エコロジー・モビリティ財団（交通環境対策部・交通環境企画部  岡
本英晃）  
2006 年からカーシェアリングの研究をあまり進めていない。あの時オリッ
クス等と一緒にやっていた。  
備考：カーシェアリング普及推進協議会 http://www.carsharenet.org/  
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2012.12 トヨタ自動車へのメールでのヒアリング結果  
トヨタ自動車株式会社  M 様（人事異動により技術広報担当から異動されたの
で私見として見解をいただいた）  
（問い合わせ文）  
（1）二年前に、トヨタさんはカーシェアリングに参入する気がまだなさそうで
すが、2012 年 7 月 25 日の日経新聞によると、トヨタ自動車は共同でカーシェ
アリングの事業を全国で始め、約 1200 ある系列レンタカー店にサービスの導入
を促されています。御社はカーシェアリングに参入する切掛けを教えていただ
けませんか。   
（2）たくさんのサーベーや試算によると、カーシェアリングは車の所有台数を
減らす効果がある。スイスの試算によれば、１台のカーシェアリングで約 3.5
台の自家用車を減らす。そうです。2005 年にオリックス自動車が日本で実施し
た調査においても、加入前に自家用車を保有していた個人会員が、カーシェア
加入後には自家用車保有率が 61%→13%と大幅に減ったことが報告されていま
す。直感から、カーシェアリング等に事業を広げることは新車販売にマイナス
の影響をもたらすはずです。またもし生産量が減りますと、一台の車の製造コ
ストが上がる可能性もあると思いますが、この点に対してメーカーさんとして
どうお思いになりますか。  
（ご回答）  
 お問い合わせの件ですが、カーシェアリングは都会で特に集合住宅にお住ま
いのお客さまにとっては車両の走行以外に発生する費用を大幅に軽減できる合
理的な仕組みですから、これからさらに拡がる傾向が続くものと思われます。
ついては、その様な成長市場に何らかの形で関わることはメーカーにとっても
重要なことと考えます。更に、弊社が推進しているプラグインハイブリッドは、
充電後は殆ど EV として使え、長距離も通常の HV と同様に電池切れの不安な
く利用できる車ですので、充電設備のある駐車場が確保できれば快適なご利用
をカーシェアのお客様に提供できると思いますし、その様なお客様から口コミ
でメディアの宣伝だけでは伝わりにくいプラグインハイブリッドの良さが拡が
る効果も期待できます。一方で、カーシェアの普及による新車の販売台数への
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影響ですが、カーシェアリング自体が公共交通機関が便利なところで普及する
仕組みでしょうから、ご利用されるお客様はカーシェアがなかったとしてもご
自身で車両を保有されることは稀、もしくは既に購入されていたとしても更新
の機会などに手放されることが多いのではないかと推察します。従ってその意
味で、新車販売への影響はごくわずかと考えます。更に、量産効果の観点から
のコスト影響につきましては、先進国の頭打ちを尻目に新興国市場はまだ拡大
の傾向続いていますので、仮にカーシェアリングの拡大で先進国の台数が低減
したとしても世界市場で見た場合その影響は殆どないと思います。  
2012.12 交通エコロジー・モビリティ財団へのメールでのヒアリング結
果  
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団の交通環境対策部の N さんから
のご回答  
 
1. ウェーブサイドで「カーシェアリングが環境に及ぼす主な効果」の第一番
目として「自動車保有台数の減少」があげられましたが、タイムズ 24 が実
施した調査では、自動車購入の意欲がある 10~20 代は、カーシェア利用前
後で 49.9%から 86.2%に上昇したそうである。オリックス自動車によると
退会理由の 2 割強が「自動車の購入」となっているということです。この
点についてはどうお思いになりますか。  
回答 :カーシェアリング利用により自動車購入意欲が増す人も当然、いると思い
ます。逆の人もいると思います。全体としてどちらが多いかでしょう。  
 
2. 2006 年後、カーシェアリングの研究について、御財団はなにか新しい動き
がありませんか。  
 回答：７年振りに再調査を実施中です。  
 
3. 中国でのカーシェアリンクの事業展開についてはどう思いになりますか。  
回答：添付資料によると、中国でもすでに６０００人が３００台を利用してい
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ることになっています。  
 
(出典 ) Understanding from Shared-Use Mobility Research, Susan Shaheen, 
2012 CarSharing Association Annual Conference, October 1 -3, 2012  
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2010 年 12 月オリックス自動車へのメールでの問い合わせ結果  
 
 オリックス自動車株式会社社長室からのご回答  
 
1. 御社の売上額や営業利益の中で自動車事業におけるリース、レンタカー、
カーシェアリングはそれぞれどんな地位を占めていますか？（具体的な数
字を教えればありがたいです）  
回答：大変恐縮ですが、社外秘のデータになります。ご容赦ください。  
 事業の大枠についてご説明しますと、オリックス自動車では、車両の購入、
利用方法、保守管理、運転管理、車両の処分といった自動車利用におけるライ
フサイクルの各時点で、環境配慮に役立つサービスの提案を行うことが可能で
あり、オリックス自動車の事業全体が「環境配慮型トータルサービス」である
といえます。オリックス自動車の車両管理台数は業界 NO.1 ですが、車両の利
用方法として、リース・レンタカー・カーシェアリングによる最適配置台数お
よび最適利用形態を提案しています。  
 
2. カーシェアリングの運営を開始した切っ掛けは何ですか？  
回答：日本のカーシェアリングの始まりは 1999年の経済産業省の実証実験から。
電気自動車を日本でどのように普及させていくかという実証実験を行った
際、既に欧州で広がっていたカーシェアリングという考え方を導入。 （こ
のときから、インターネットで予約をし、カードをかざして開錠するとい
う仕組が出来ていた。  ）その実証実験終了後、カーシェアリングは事業
化できるのではないかと考えた複数の企業で 2002年に「ＣＥＶシェアリン
グ株式会社」に出資、その後、オリックス株式会社一社が事業を引き継ぎ
ました。オリックス自動車として運営した理由は、自動車リース、レンタ
カーに次ぐ自動車利用のソリューションとして、サービスのラインナップ
を増やすためです。  
 
3. リース、レンタル、カーシェアリングが終了した自動車の行方はどこです
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か？  
回答：オリックス自動車の自社入札会（中古車事業者向け  ※入札会のＨＰア
ドレスは以下）またはリテールショップ（個人のお客さま向け  ※認定中古車
ＨＰアドレスは以下）に中古車として売却。  
 ※入札会 http://www.orix.co.jp/auto/hojin/alliance /ap.htm 
※認定中古車  http://www.orixcar.jp/ucar/differ/  
 
4. レンタカーとカーシェアリングの場合、毎月の平均メンテナンス料金はい
くらですか？  
回答：大変恐縮ですが、社外秘のデータになります。数字の開示はご容赦くだ
さい。  
尚、車種によって異なりますが、レンタカーの方が、走行距離が長いの
で、当然オイルやタイヤの消耗が早く、メンテナンスコストも高い傾向
にあります。  
 
5. カーシェアリングがオリックスの自動車購入台数や保有台数にどんな影響
を与えますか？  
回答： カーシェアリング事業を行うことで自動車総台数は増加します。  
  また、カーシェア会員を募ることで、「所有から使用へ」の顧客の認識が高
まり、顧客の取り合いではなく、レンタカー事業の顧客創出という相乗効果
が生まれます。  
 
6. 環境保全効果の検証活動について  
● 京都府  
2008 年 11 月、京都府と共同でカーシェアリングの普及による環境効果を京都
府庁で検証を開始。実験全体で 15％の走行量を削減しました。  
回答：別紙を添付致しますのでそちらをご参照ください。  
（千葉大学倉阪環境研究室様へのご提供について京都府よりご了解いただいて
おります）  
● 大阪府豊中市  
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2010 年 1 月、豊中市と共同で実証実験を開始。市内のターミナル駅にカーシェ
アリング車両を設置し、公共交通機関との連携を検証します。  
回答：  
実施期間：2010 年 1 月 15 日より継続中  
評価対象：大阪モノレール千里中央駅構内と駅北側に 2 台ずつ、阪急豊中駅南
側に 1 台、合計 5 台のカーシェアリング車両を設置。カーシェアリ
ング拠点をターミナル駅周辺に設置することで、自動車の利用や保
有の抑制を図り、CO2 排出量の削減を目指す。  
評価指標：同駅周辺に住むマイカー所有者は、カーシェアリングに切り替える
ことで自動車保有にかるコストを削減でき、同駅周辺に目的地のあ
る訪問者は、最寄駅まで電車を利用し、駅からカーシェアリングを
利用することで、渋滞回避やコスト削減が可能となることが予想さ
れるが、特にアンケート等の実施は行なわない（オリックス自動車
は委託されていない）ため、評価方法・結果は明記できない。  
評価方法：同上  
結果：同上  
● 東京都荒川区  
2010 年 3 月、東京都 23 区内初の取り組みとして、荒川区と EV カーシェアリ
ング事業を共同で開始。平日は区民と区職員が、休日は区民が利用可能となっ
ています。  
回答：  
実施期間：2010 年 3 月 24 日から 2012 年 3 月 31 日まで （現在実施中）  
評価対象：入会時・終了後にアンケート調査を実施  
評価指標：入会前後の稼働時間・走行距離などの比較等  
評価方法：上記指標の増減  
結果：2012 年 4 月以降（主体である荒川区において、発表されるか否かは未定）  
● 環境省（次世代自動車導入促進事業）  
次世代自動車の普及を加速させるべく、環境省が６自治体（神奈川県、愛知県、
大阪府、兵庫県、横浜市、北九州市）に EV を貸し出す実証実験を行った際、
オリックス自動車のカーシェアリングが導入されました。  
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回答： 使い込んだもので恐縮ですが、弊社にて所有している資料をお貸し出
し致します。  
●東京都民と東京都の「電気自動車カーシェアリング」  
東京都立川合同庁舎の電気自動車  1 台を平日（ 8： 00 ～  19：00）は東京都が
公用車として業務で利用し、それ以外の時間帯を都民の方にご利用いただきま
す。  
回答：  
実施期間：2010 年 11 月 15 日  ～2011 年 3 月 21 日まで  
評価対象：都民 30 人（オリックスカーシェアの会員になる必要）  
評価指標：入会前後の稼働時間・走行距離などの比較等  
評価方法：上記指標の増減（主体である東京都において、結果が発表されるか
否かは未定）  
 
7. 顧客が車を所有しないため、車への愛着が持たれず、車が大切に使われた
くなったことがありますか。もしあれば、根拠（例えば、使用年数の短縮、
調査の結果とか）は何ですか、また、それを防ぐ対策がありますか？  
回答：会員制であり、予約状況が管理センターで当然把握できるため、万が一
ルールを逸脱するような使われ方をされた際は、次の利用者からの連絡に
より、どの会員が使ったか（その前の利用者）が分かります。 その場合、
カーシェアリング事業者側としては、退会の依頼をすることもある。その
ような説明を入会説明会で事前に行なうことで、抑止力が働き、問題は殆
ど起きていないのが実情です。そもそも、会員はレンタカーのように「一
見さん（＝一度しかその車を使わない）」ではないため、よく使うカーシェ
ア車両が決まっており、「マイカー感覚」で使用しています。そのため、予
想以上にキレイに使っていただけています。  
 
8. リース、レンタカーとカーシェアリングの自動車の使用年数は何年です
か？  
回答： 大変恐縮ですが、社外秘のデータになります。ご容赦ください  
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9. カーシェアリング事業を始めるための投資はいくらですか？  
回答：大変恐縮ですが、社外秘のデータになります。ご容赦ください。  
 
10. カーシェアリング利用できる自動車（無人対応システム等付き）を改装す
るためにコストがどのぐらいかかりますか？  
回答：大変恐縮ですが、社外秘のデータになります。ご容赦ください。  
 
11. カーシェアリングに対する認知度を向上するために、どんな対策を取って
いますか？  
回答： 環境改善、コスト削減などをキーワードとした広報 PR、WEB ページ
や鉄道駅・電車内中吊り広告などの広告 PR、アライアンスによる認知拡大
（コンビニ、モバイル、ショッピングモール等との提携による告知）、カー
ステーション現地説明会の実施など。  
 
12. オリックスは自動車提供者と、自動車メンテナンス業者と、中古車販売事
業者と円滑な関係を作るために、どんな工夫していますか？  
回答： 会員制度を設け、情報提供、意見交換等行なっています。会員制度と
して、メンテナンス業者とは「オリックスリースメンテナンスクラブ」という
会員組織を設けております（規定等につきましては組織外秘のためご容赦くだ
さい）。また、中古車販売事業者とは入札会の会員制度を設けております。  
さらに、ビジネスパートナー制度（※以下にアドレス添付）により、自動車リ
ース業の販売網の拡大のための提携を行っております。  
※ビジネスパートナー制度  http://www.orix.co.jp/auto/hojin/alliance/partner.htm  
 
13. 政府の支援がありますか？例えば検証活動で無料車の提供、研究補助とか。 
回答： 現在のところありません。欧州のような具体的なサポートを日本国内
でも期待しています。  
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オリックスと社団法人システム化学研究所の京都でのカーシェアリン
グ実証実験の結果（京  都府了承資料）  
カーシェアリングへの加入が交通行動に及ぼす影響分析  
 
 社団法人システム科学研究所  調査研究部  矢野 晋哉   
     京都府 建設交通部  交通政策課    仲尾  謙二   
          オリックス自動車  カーシェアリング企画部    
高山 光正    
 京都大学大学院  工学研究科  都市社会工学専攻     藤井 聡  
 
１．はじめに  
カーシェアリング（以下 CS）とは、1 台のクルマを多数の人で共同利用す
るシステムである。利用者はシェアしたクルマをいつでも利用できるが、毎
回毎回の利用毎に、保有自動車では不要であった利用費用が発生する。その
ため、CS 利用者は、自家用車保有者よりもクルマ利用コストをより強烈に
意識するようになるものと考えられる 1)。それ故、CS 利用者は、相対的に不
必要なクルマ利用を抑制する傾向が強いものと考えられ、実際に、既往研究よ
り、マイカー保有者が CS 利用に転換することで約 80％のクルマ利用距離が
減少するという結果も報告されている 2)。これらから、CS の社会的普及は、
地球温暖化対策や交通渋滞対策の観点から、過度なクルマ利用を抑制する有
効な交通施策の一つとして大いに期待される。  
ただし、日本おいては、CS というシステム全体でのクルマ利用の削減効果
に関する、定量的な知見も充分に検証されてはいない。本研究では、京都府
において実施された CS を運用する実証実験より得られたアンケート結果よ
り、CS のクルマ利用削減効果を明らかにするものである。  
 
表  アンケート実施概
要  
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２．調査実施概要  
CS のクルマ利用抑制効果を把握するため、右表の通り、  
京都市在住のオリックスカーシェアリングの会員全てに  
アンケート票を配布した。  
 
３．アンケート調査結果  
アンケート調査結果より、CS 加入前後でのクルマ保有  
状況を確認したところ、以下の３パターンに分類された。  
持続クルマ保有 CS 会員  ：CS 加入前後ともクルマを保有  
クルマから転換 CS 会員※  ：CS 加入前はクルマ保有、  
               加入後に非保有  
クルマ未保有  CS 会員  ：CS 加入前後ともクルマ非保有  
結果、最も多いのはクルマ未保有 CS 会員で約７割、  
クルマから転換 CS 会員が約 2 割強、持続クルマ保有 CS 会員は  
約 1 割弱であった。  
※クルマから転換 CS 会員については、CS 加入前４ヶ月からアンケート回答時ま
での間にクルマを破棄した方とした。  
 
 
 
 
 
 
 
４．CSのクルマ利用削減効果  
アンケート調査結果より、CS というシステム全体でのクルマ利用削減効果
を算定した。結果、以下の知見が得られた。  
 クルマ未保有 CS 会員は全体の半分以上を占めており (69 名 /101 名 )、こ
表  ＣＳ加入前後のクルマと CS 利用距離の比
較  
図　クルマ保有状況
8 24 69
0% 20% 40% 60% 80% 100%
持続クルマ保有CS会員(8人)
クルマから転換CS会員(24人)
クルマ未保有CS会員(69人)
（人）
走行距離
（km）
平均距離
（km/人）
（人）
走行距離
（km）
平均距離
（km/人）
（人）
走行距離
（km）
平均距離
（km/人）
（人）
走行距離
（km）
平均距離
（km/人）
クルマと 加入前 1,780 223 6,435 268 0 0 8,215 81
CSの 加入後 2,203 275 1,482 62 2,306 33 5,991 59
利用距離 増減 423 53 -4,953 -206 2,306 33 -2,225 -22
変化 増減率 24% -77% -27%
クルマ未保有
CS会員
クルマから転換
CS会員
持続クルマ保有
CS会員 合計
1018 24 69
 
図  クルマ保有状
況  N=10
1 
N=10
1 
対象
京都市内在住の
ｵﾘｯｸｽｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ会員
配布枚数 約400部
配布・回収方法 郵送配布・郵送回収
内容
ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ加入前後のク
ルマ利用距離やクルマ保
有状況、ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ利用
状況、クルマ保有意図　等
回収状況 回答数101部
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の方々は、もともとクルマ利用が 0 だったため、CS に加入することで、
クルマ利用距離が増加した。  
 持続クルマ保有 CS 会員は少数派であり (8 名 /101 名 )、CS 加入後にクル
マ利用距離は増加した。  
 クルマから転換 CS 会員は全体の約 25%であり（全体で 24 名 /101 名）、
この方々は、クルマ保有のかわりに CS を利用することで、クルマ利用距離が
約 8 割削減されていた。  
 上記の３つを差し引きし、CS 参加者全体でクルマ利用距離の変化を見
ると、クルマから転換 CS 会員のクルマ利用距離の削減量が大きく、持続ク
ルマ保有 CS 会員、クルマ未保有 CS 会員の増加量を上回るため、結果と
して全体で約 3 割の利用距離が減少していた。  
 
５．まとめ   
以上、本研究では、京都府で実施された CS 利用者へのアンケート結果よ
り、CS のクルマ利用抑制効果について把握した。  
その結果、まず第一に、クルマから転換 CS 会員は、クルマ利用距離が約 8 割
減少していたことが示された。交通エコロジー・モビリティ財団が実施した既
存の調査においても、クルマ利用距離が約 8 割削減された 2)という結果が報
告されており、本研究で得られた結果は、この既存の知見を支持するものであ
るといえる。  
第二に、CS というシステム全体で、クルマ利用抑制効果が確認された点も重要
な知見である。  
クルマ未保有 CS 会員は、クルマ利用距離は必ず増加すると考えられ、本
研究の結果においても増加していた。しかしながら、クルマから転換 CS 会
員の削減効果が大きく、クルマ利用距離の増加分を差し引いたとしても、CS
システム全体としては、クルマ利用距離が減少していた。  
以上、本研究の意義は、これまで不十分であった、CS というシステム全体
でのクルマ利用抑制効果を、実証的なデータに基づいて検証できた点にある
といえる。  
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2012 年 12 月オリックス自動車へのメールでの問い合わせ結果  
 
オリックス自動車株式会社社長室からのご回答  
 
1. カーシェアリングの電気自動車や水素動等エコカーの保有台数や稼働率は
どのぐらいですか？  
回答：電気自動車は 2012 年 3 月 31 日現在で 27 台、その他エコカーはハイブリ
ット車を 237 台導入しております。稼働率は非公開とさせていただいておりま
す。  
 
2. カーシェアリングの車両の稼働率はどのぐらいですか？  
回答：非公開とさせていただいております。  
 
3. カーシェアリングの車両の稼働率を平準化する対策はありませんか？  
回答：曜日や時間帯などに応じたご利用ニーズの把握と、お客さまの開拓に努
めております。  
 
4. レンタカー並びにカーシェアリングで使用する車の耐用年数は 3 年ですが、
総走行距離は何キロと設定していますか。  
（回答選択肢）  
①総走行距離の限度設定はしていない。  
②総走行距離の限度設定をしている。  
 レンタカーの乗用車      キロ；レンタカーのトラック     キロ  
 カーシェアの乗用車      キロ；カーシェアのトラック     キロ  
回答：非公開とさせていただいております。  
 
5. 売上高からカーシェア事業の比率はどのぐらい占めていますか？営業利益
からの比率はどのぐらいですか？カーシェア事業の売上高の伸び率と営業利
益の伸び率はどのぐらいですか？  
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回答：非公開とさせていただいております。  
 
6. カーシェアリングのための自動車のソース  
①ディーラーからの購入：   ％ ②メーカから無料にもらった：   ％     
➂ 国や地方行政から無料に提供された：   ％ ➃他     
回答：非公開とさせていただいております。  
 
7. カーシェアの車はどこからメンテナンスされますか。  
①ディーラーからメンテナンスされる   ②メーカからメンテナンスされる  
➂自社でメンテナンスする       ➃他  
回答：③     
 
8. 大阪府豊中市（ 2010.1.15 より）、東京都荒川区（ 2010.3.24～2012.3.31）、東
京都民と東京都の「電気自動車カーシェアリング」（ 2010.11.15～ 2011.3.21）の
実証実験の結果はどうなりますか？  
回答：弊社単独で回答させていただくことは難しいため、結果については、各
自治体のご担当者様へご確認ください。  
 
